
震災の影響でいろいろな行事が中止や延期になってしまいました。1年生が楽

しみにしていた見知り遠足も校内遠足（１年生を迎える会のみ）となってしま

いました。がっかりするかもしれない１年生の気持ちを盛り上げようと上

級生は一生懸命に会の準備をし、いつもより張り切って踊ったり、

ゲームに誘ったりして本当に心の通いあう会になりました。

子供たちは登校路のゴミ拾いを頑張っ

ています。大人が手本になりましょう。

1日(水) 全校朝会(29日)

内科検診(3年、５－２)

2日(木) 6年修学旅行～3日

朝学習(9日、16日、23日)

プール開き(2年、5年)

3日(金) プール開き(1年、4年)

6日(月) たてわり遊び

7日(火) あいあいタイム(21日)

避難訓練(水防)、通学路点検

プール開き(3年)

8日(水) 子どもを見つめる日(22日)

プール開き(6年)

9日(木) ｸﾗﾌﾞ活動(30日)、なかよし集会

10日(金) 校納金徴収袋配付

14日(火) にこルンタイム、眼科検診

15日(水) おひさま集会

20日(月) 教育相談(短縮授業21,23,24,27日)

22日(水) ＰＴＡ読み聞かせ

24日(金) 校内童話発表会（未定）

28日(火) 学校訪問

30日(木) 歯を守る日、ﾌｯ化物洗口開始

「苗の万里の長城や～！」

※写真は右上から「マリー

ゴールド」、「ジニア・プ

ロフュージョン」、「メラ

ンポジュウム」の苗です。

平成28年５月16日（月）発行 NO.２

そ

れ

行

け

代

陽

っ

子

～

校

訓

～

正

し

く

明

る

く

強

く

今年度も古田浩二 保体委員長さん率いる「おやじの会」は“ＨＴ”

です。（注釈：“ はまりがちがいます ”）

小雨降りしきる４月27日（水）の夕方、「おやじの会」の呼びかけで

保健室横の花苗場に続々と保護者の皆さんが集まってこられました。お

子さん連れの方もおられ、傘を差してテントに向かって歩んでこられる

姿の何と心強かったことでしょう。

ポットに土を入れ、マリーゴールド、ジニア・プロフュージョンとメ

ランポジュウムの苗を傷つけないようにそっと移植していただきまし

た。テント内とはいえ、中腰の作業中にテントの端から時折、雨水が背

中にポタリ。ちょっとした「滝行」のような作業でした。約2時間余り、

手や足も泥だらけになりながら一生懸命苗を植えていただいたおかげで

苗のポットは約1400個もできあがりました。心から感謝申し上げます。

現在、苗は順調に育っており、マリーゴールドにあっては小さな花芽

が付いてきたため、摘芯（脇芽を増やすため芽先を摘み取ること）する

までに成長しています。ただ、移植時点で本葉が出ていない苗（テント

内通称「かいわれ」）は根付かず枯れてしまいました。涙、涙・・・。

これから空きポット（その数約300個）に少しずつ次の苗を植え直

していきたいと思います。お手伝いいただける皆様の御連絡をお待ちし

ております。
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“ そのとき 手を離そう ”

自転車の練習をするとき、

子供は親に後ろを握っていてほしいものです。

しかし、いつかは手を離さないといけない。

いつ、どうやって離しますか？親が「手を

離さないという」約束をやめることを子供が

受け入れていくことによって子離れ、親離れ

が進んでいくものかもしれません。

補助輪任せの子育てでは親

としての楽しみや喜びは味わ

えないのかもしれません。

「かわいい子には旅をさせ

よ。」とはよく言ったものです。


